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1.はじめに





であろうと提案 した･然 しながら,Wesdemiotesら4)は,He,Xe,02,及び N2などと

















エネルギーの関数として測定する. フラー レン試料としてC(io:C7()を約 90:lo合
むフラーライ ト(Sigma.Co.)を用い,約 300度に加熱されたイオン化室中に直接導入
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図2. C60十とHeとの衝突分解における,各イオンの
生成分岐比をEcmの関数で示したもの (分解曲線).
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